
１　目的

２　調査の概要

(１)　調査対象

岩手県の沿岸12市町村に居住又は就労している方 153名

※原則として、毎回同じ方を対象に調査を実施

(２)　調査方法

　　 郵送法（郵送による発送、返信用封筒による返送）

(３)　調査対象時期

　　　概ね平成24年2月1日時点平成29年7月（次回調査は平成30年1月予定）

(４)　調査項目

問１　被災者の生活の回復に対する実感　　（生活の回復度、直近６ヶ月間の進捗状況）

問２　地域経済の回復に対する実感　　（地域経済の回復度、直近６ヶ月間の進捗状況）

問３　災害に強い安全なまちづくりに対する実感

　　　（災害に強い安全なまちづくりの達成度、直近６ヶ月間の進捗状況）

(５)　回収結果

有効回収率　　79.1％（121名／153名）　　＜前回　82.4％（平成29年1月調査）＞

(６)　回答者の属性

①性別 ②地域別
性別 人数 割合 地域 人数 割合

男性 82 67.8% 沿岸北部 42 34.7%
女性 39 32.2% 沿岸南部 79 65.3%
不明 0 0.0% 不明 0 0.0%

③年齢別 ④住宅被害の有無
年齢別 人数 割合 被災有無別 人数 割合

39歳以下 13 10.7% 被災あり 69 57.0%
40歳代 31 25.6% 被災なし 48 39.7%
50歳代 44 36.4% 不明 4 3.3%
60歳以上 33 27.3%

不明 0 0.0%

⑤　職業・所属等
　・　地域団体・郵便局関連（応急仮設住宅の自治会、地域づくり団体等の関係者/郵便局の関係者など）
　　　46名（38.0％）
　・　教育・福祉施設関連（小中学校・高等学校の教員/福祉施設の関係者など）
　　　35名（28.9％）
　・　産業・経済・雇用関連（漁業・農業従事者/就業支援員等雇用支援機関の関係者/金融機関の関係者など）
　 　 40名（33.1％）

　 東日本大震災津波からの復興状況を定期的に把握するため、被災地域において復興の動きを観察できる
立場にある方々の協力を得て、復興感に関する調査を実施する。

※　調査結果の集計･分析にあたっては、岩手県立大学総合政策学部の協力を得て行っています。
※　掲載する割合（％）は、小数点第２位を四捨五入して算出しているため、合計が100.0％にならない場合があります。

平成29年【第２回】 
「いわて復興ウォッチャー調査」結果報告 

■参考■ 
○｢回復度｣｢達成度｣とは、発災以降における全体の回復状況についてお尋ねしています。 
 ｢進捗状況｣とは、直近6ヶ月の進み具合についてお尋ねしています。 
○沿岸北部とは、洋野町・久慈市・野田村・普代村・田野畑村・岩泉町の6市町村、 
 沿岸南部とは、宮古市・山田町・大槌町・釜石市・大船渡市・陸前高田市の6市町です。 

1



３　調査結果の概要(１)　被災者の生活の回復に対する実感

①　被災者の生活の回復度（震災以降における全体の回復状況）

地域別

　

地域別

＊（）内は回答者数を示す

②　直近６ヶ月間（概ね1月から7月まで）の進捗状況

 
○被災者の生活の回復度については、｢回復した｣｢やや回復した｣の合計が83.5％と前回（78.6％）を4.9
ポイント上回り、｢あまり回復していない｣｢回復していない｣の合計は3.4％と前回（2.4％）を1.0ポイント
上回った。 
 
○地域別では、｢回復した｣｢やや回復した｣の合計は、沿岸北部で88.1％と前回（85.0％）から3.1ポイン
ト上回り、沿岸南部では81.0％と前回（75.6％）を5.4ポイント上回った。また、沿岸北部と沿岸南部の
差は7.1％と、前回の9.4%を2.3ポイント下回った。 
 
○直近６ヶ月の進捗状況を見ると、｢進んでいる｣｢やや進んでいる｣の合計が76.0%と前回（75.8％）を
0.2ポイント上回り、｢あまり進んでいない｣｢進んでいない｣の合計は5.0％と前回（3.2％）を1.8ポイント
上回った。 
 
 復興道路の完成や災害公営住宅等の入居により、生活環境が改善され、目に見えて完成イメー
ジをつかめるようになったと評価する声がある一方、今後の地域コミュニティの活動が課題との
声もあった。 

【設問】 あなたの周囲をご覧になって、被災者の生活は被災前と比べてどの程度回復したと感じますか？  

【設問】 あなたの周囲をご覧になって、最近の（６ヶ月間程度）被災者の生活の回復の進み具合は、どの程度と感

じますか？ 
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【 】は「回復した」「やや回復した」の合計 

【 】は「回復した」「やや回復した」の合計 

28.1%  

29.0%  

47.9%  

46.8%  

16.5%  

18.5%  

3.3%  

3.2%  

1.7%  

0.0%  

2.5%  

2.4%  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回 

前回 

1.進んでいる 2.やや進んでいる 3.どちらとも言えない 4.あまり進んでいない 5.進んでいない 6.分からない 

【76.0%】（+0.2） 
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【 】は「回復した」「やや回復した」の合計 
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【79.8%】 

【 】は「回復した」「やや回復した」の合計 
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③　回復度（①）、進捗状況（②）に関する回答理由など[自由記載]

注１）　「理由（要旨）」は、趣旨を損なわない範囲内で要旨を記載しています。

注２）　「区分」別の「理由（要旨）」数は、区分の回答比率に概ね準じています。

注３）　掲載内容は、同旨意見の多かった内容や回答者の専門的視点に基づいた内容等を記載しています。

[凡例]  地域団体・郵便局関連：応急仮設住宅の自治会、地域づくり団体等の関係者/郵便局の関係者など
　　　　  教育・福祉施設関連   ：小中学校・高等学校の教員/福祉施設の関係者など
　　　　  産業・経済・雇用関連：漁業・農業従事者、就業支援員等雇用支援機関の関係者、金融機関の関係者など

「1.回復した」
又は

「1.進んでいる」
の理由

「2.やや回復した」
又は

「2.やや進んでいる」
の理由

◆仮設から本設へと徐々にではあるが、移転が進んできている。(50歳代,産業・経済・雇用関連,沿岸
南部)

◆被災はしたけど、早くいろんなことに取り組んだ。被災から６年、最初は大変だったけれど、町・県・
国からの援助により、少しずつ回復したと思います。(39歳以下,地域団体・便局関連,沿岸北部)

◆高台団地への住宅建設、公営住宅への入居も全戸完了し町内会、自治会等の活動も見え始めて
いる。今後、地区内のコミュニティをどのように進めるかが課題であると思う。(60歳以上,地域団体・郵
便局関連,沿岸北部)

◆生活苦の話を聞かなくなった。ただ実際、見えない・聞こえない所ではあると思うが、回復はおおよ
そできているのではないかと感じる。(39歳以下,地域団体・郵便局関連,沿岸南部)

◆中心市街地ができたこと　災害公営住宅が全部出来たこと　稼働意欲がある方は皆一生懸命に働
いている。(60歳以上,地域団体・郵便局関連,沿岸南部)

◆防潮堤工事、復興道路工事等の工事が進み、最近は目に見えて完成イメージがつかめるように
なってきた。校庭の仮設住宅はすべて撤去され、校庭で遊べるようになった。(50歳代,教育・福祉施
設関連,沿岸南部)

◆道路工事も進み、庁舎や警察も建設が始まり、新しいステージに進んだ。ただし、岩泉の道路等、
手をつけられていないところもある。(50歳代,教育・福祉施設関連,沿岸北部)

◆復興道路の工事や公営住宅等に入居された方が増え、生活環境の改善は進んだ。ただし、地域
の経済力がまだまだ再建途上である。若年層の他地域への流出が続いており、地元では慢性的な
人材不足に陥っている。(50歳代,教育・福祉施設関連,沿岸北部)

◆盛土の所に商店ができた。災害公営住宅が完成した。復興工事完了で工事の人たちが少なくなり
ダンプカーなどが少なくなった。一部まだ生活の再建をどうするか迷って仮設住宅からでれない人も
いる。(50歳代,産業・経済・雇用関連,沿岸南部)

◆災害公営住宅には高齢の方々が多く、入所時は津波が怖くて上の階を希望したがエレベーター
がなく、引きこもり状態になった人が多い。高台移転も商店がなく、移動に不便を感じている。仮設の
老朽化が進んでいる。(50歳代,産業・経済・雇用関連,沿岸南部)

◆高台移転団地の造成工事が昨年9月に完了、11月から移転者に土地の引渡しが始まり、今では8
棟が建築され完成間近のものもある。災害公営住宅への入居もあり、仮設住宅はかなり淋しくなって
きている。(60歳以上,産業・経済・雇用関連,沿岸南部)

◆現在、住んでいる仮設住宅は全22戸のうち8戸しか住んでいない。住環境としては、自分はまだな
ので、やや回復したとした。復興住宅が完成し4月より入居が始まった。しかし高台移転は全然進ん
でいない。(50歳代,地域団体・郵便局関連,沿岸南部)

◆市街地の盛土地に複合商業施設もオープンし、市街地形成のインフラも整備された。しかし、個人
商業主の市街地への商店施設オープンは、個々にさまざまな問題をかかえている。(60歳以上,地域
団体・郵便局関連,沿岸南部)

◆巨大ベルトコンベアが解体され、県営・町営アパートが完成した。しかし、高台等移転地の宅地造
成の見通しが立たない。長引く仮設住宅で精神的障害に悩まされている方もある。(60歳以上,地域
団体・郵便局関連,沿岸南部)

◆やはり、近所に笑顔が増えたことだろう。(40歳代,教育・福祉施設関連,沿岸南部)

◆道路や防潮堤などは進んでいるが生活再建は進まない。なにかどんどんこじんまりした生活、活気
のない生活になってきている。(50歳代,産業・経済・雇用関連,沿岸北部)

◆高齢者は以前住んでいた地域の人とのつながりがなくなった。車の運転もできなくなってきている
ので、買い物も近くではできず、生活していくのが大変そうだ。(50歳代,教育・福祉施設関連,沿岸南
部)

「4.あまり回復していない」
又は

「4.あまり進んでいない」

「3.どちらとも言えない」
の理由

理由（要旨）区分
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３　調査結果の概要(２)　地域経済の回復に対する実感

①　地域経済の回復度（震災以降における全体の回復状況）

地域別

②　直近６ヶ月間（概ね1月から7月まで）の進捗状況

地域別

＊（）内は回答者数を示す

○地域経済の回復度については、｢回復した｣｢やや回復した｣の合計が62.8％と前回（53.6％）と前回を9.2
ポイント上回り、｢あまり回復していない｣｢回復していない｣の合計は4.9％と前回（7.2％）を2.3ポイント
下回った。 
 
○地域別では、｢回復した｣｢やや回復した｣の合計は、沿岸北部で76.2％と前回（65.0%）を11.2ポイント
上回り、沿岸南部では55.7％と前回（48.2%）を7.5ポイント上回った。また、沿岸北部と沿岸南部の差は
20.5％と、前回の16.8%を3.7ポイント上回った。 
 
○直近6ヶ月の進捗状況を見ると、｢進んだ｣｢やや進んだ｣の合計が57.0％と前回（47.2％）を9.8ポイント
上回り、｢あまり進んでいない｣｢進んでいない｣の合計は9.1％と前回（8.0％）を1.1ポイント上回った。 
  
 商業施設の完成により、地域経済が徐々に回復しているという声がある一方、人手不足や販路確
保など、不安を訴える声もあった。 

【設問】 あなたの周囲をご覧になって、地域経済は被災前と比べてどの程度回復したと感じますか？  

  

【設問】 あなたの周囲をご覧になって、最近の（６ヶ月程度）地域経済の回復の進み具合は、どの程度と感じます

か？ 
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【62.8%】（+9.2） 
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【 】は「回復した」「やや回復した」の合計 
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③　回復度（①）、進捗状況（②）に関する回答理由など[自由記載]

注１）　「理由（要旨）」は、趣旨を損なわない範囲内で要旨を記載しています。

注２）　「区分」別の「理由（要旨）」数は、区分の回答比率に概ね準じています。

注３）　掲載内容は、同旨意見の多かった内容や回答者の専門的視点に基づいた内容等を記載しています。

区分

「1.回復した」
又は

「1.進んだ」
の理由

◆観光客の誘致等も継続して行われている。震災からの回復という点では着実に進んでいる。(50歳
代,教育・福祉施設関連,沿岸北部)

◆交流人口を増やすためにカジキ釣り大会を開催し、インバウンドの増加を考えているが、漁業調整
規則法や漁業権により開催できない。世界共通のルールでのカジキ釣りをスポーツと認めていない
のは岩手県のみ。(50歳代,地域団体・郵便局関連,沿岸南部)

「4.あまり回復していない」
又は

「4.あまり進んでいない」
の理由

◆水産物の水揚げが、思っている以上に少なく大変。今後の見通しはたたない。(50歳代,産業・経
済・雇用関連,沿岸南部)

◆震災以前から人口減少、高齢化問題が取り沙汰され、震災以降は更なる人口流出、当地区生命
線の「水産業」での魚介類の不漁などが拍車をかけ、経済の回復に向かうどころか悪化の一途を辿っ
ているように感じる。(40歳代,地域団体・郵便局関連,沿岸南部)

理由（要旨）

[凡例]  地域団体・郵便局関連：応急仮設住宅の自治会、地域づくり団体等の関係者/郵便局の関係者など
　　　　  教育・福祉施設関連   ：小中学校・高等学校の教員/福祉施設の関係者など
　　　　  産業・経済・雇用関連：漁業・農業従事者、就業支援員等雇用支援機関の関係者、金融機関の関係者など

「2.やや回復した」
又は

「2.やや進んだ」
の理由

◆沿岸地域の水産業については、既に再開されてきており、回復は進んできているものと見られる。
しかし、通常時における販路の確保等については、課題が残るものとなっていると感じられる。(40歳
代,金融関連・郵便局関連,沿岸北部)

◆見た目には回復しているのですが、今、家のローンがすごく大変になってきた。(50歳代,地域団
体・郵便局関連,沿岸北部)

◆グループ補助金をはじめとした各種支援制度を活用した設備投資に伴う、工場等の稼働へ向けた
動きが実感できる。(50歳代,産業・経済・雇用関連,沿岸南部)

◆水産加工分野でなかなか震災前の水準を回復できていない。コネクタ産業は好調で回復してい
る。「来年から仕事がないので、募集しない」という声も聞かれるようになった事が心配です。(60歳以
上,産業・経済・雇用関連,沿岸南部)

◆BRT大船渡駅周辺に4月末新たな商業施設がオープンし、周辺が賑わってきている。魚市場も新
しくなり、水産物関連の大型の冷蔵庫や水産加工工場の新たな大型の社屋もできてきた。(60歳以
上,産業・経済・雇用関連,沿岸南部)

◆陸前高田市のかさ上げ部には大型商業施設アバッセがオープンした。しかし、他の施設はこれか
らというところ。(50歳代,地域団体・郵便局関連,沿岸南部)

◆市が続けてきた起業支援や、地域住民の盛り立てていこうとする意識の働きかけもあってか、経済
活動を活発化する意欲を地域全体から感じる。(50歳代,地域団体・郵便局関連,沿岸南部)

◆廃業などしたところもあると思うが、それは回復のメドが立てれないために決断し、その他の生活を
求められたのだと思う。他を見ると、少しは良くなってる風に思う。買い物をしてる方が多くなったと思
う。(60歳以上,地域団体・郵便局関連,沿岸南部)

◆海況の大変化と地球温暖化の影響で基幹魚種である鮭、スルメイカ漁等が不振。されど漁業の後
継者の激減は、磯漁や浅海養殖業者の収入を増やしている。商工業は、昨年11月に「オール商店
街」が完成した。(60歳以上,地域団体・郵便局関連,沿岸南部)

「3.どちらとも言えない」
の理由

◆行政や政府系金融機関による金融支援は手厚いが、地域の将来への不安から再建、新規事業立
ち上げを躊躇している方が多い。各業種、従業員確保に苦労している。特に水産加工業で人が集ま
らない。(50歳代,産業・経済・雇用関連,沿岸南部)

◆住宅整備が進み新築着工数が減ったことで、その分の落ち込みがある。また中心市街地に大型商
業施設が完成したが、周りが整備されていない。中心市街地に店舗を建設できず取り残されていく業
者の方々がある。(39歳以下,地域団体・郵便局関連,沿岸南部)

◆住民にとってなくてはならない業種が廃業し日常生活に不便を来している。また、菓子、薬、履物
店などの減少も小売店の仕入に影響している。消滅した事業所の再生は見込めず、各種支援策が
活用できない。　(60歳以上,地域団体・郵便局関連,沿岸南部)

◆町民バスの本数が減り出かける回数が以前よりも少なくなった。町中に本設の商店も立ち始め明る
いニュースはあるが、バスの時間を考えると途中下車して買い物はできない。(60歳以上,地域団体・
郵便局関連,沿岸南部)
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３　調査結果の概要(３)　災害に強い安全なまちづくりに対する実感

①　災害に強い安全なまちづくりの達成度（震災以降における全体の達成状況）

地域別

②　直近６ヶ月間（概ね1月から7月まで）の進捗状況

地域別

＊（）内は回答者数を示す

○安全なまちづくりの達成度については、｢達成した｣｢やや達成した｣の合計が50.4％と前回（45.9％）を
4.5ポイント上回り、｢あまり達成していない｣｢達成していない｣の合計は16.8％と前回（15.5％）を1.3ポ
イント上回った。 
 
○地域別に見ると、｢回復した｣｢やや回復した｣の合計は、沿岸北部で54.7％と前回（60.0%）を5.3ポイ
ント下回り、沿岸南部では48.1％と前回（39.0%）を9.1ポイント上回った。また、沿岸北部と沿岸南部
の差は6.6％と、前回の21.0%を14.4ポイント下回った。 
 
○直近6ヶ月の進捗状況を見ると、｢進んでいる｣｢やや進んでいる｣の合計が60.5％と前回（55.3％）を5.2
ポイント上回り、｢あまり進んでいない｣｢進んでいない｣の合計は8.4％と前回（13.9％）を5.5ポイント下
回った。 
 
 防潮堤、宅地整備、復興道路の整備が進み、目に見える形での復興が着実に進んでいると評価
する声がある一方、地域により進捗に差が生じているとの声もあった。また、防災意識の醸成が
必要との声もあった。 

【設問】 あなたの周囲をご覧になって、災害に強い安全なまちづくりは、被災前と比べてどの程度達成したと感じ

ますか？ 

【設問】 あなたの周囲をご覧になって、最近の（６ヶ月程度）災害に強い安全なまちづくりの進み具合は、どの程度

と感じますか？  

5.0％  
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45.4％  

43.4％  

30.3％  

32.8％  

10.9％  
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前回 

1.達成した 2.やや達成した 3.どちらとも言えない 4.あまり達成していない 5.達成していない 6.分からない 

【 】は「回復した」「やや回復した」の合計 

【50.4%】（+4.5） 

【45.9%】 
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2.6％  

45.2％  

45.5％  
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沿岸北部(42人) 

沿岸南部(77人) 

【 】は「回復した」「やや回復した」の合計 

【54.7%】 

【48.1%】 

17.6％  

7.3％  

42.9％  

48.0％  

27.7％  

26.0％  
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0.8％  
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今回 

前回 

1.進んでいる 2.やや進んでいる 3.どちらとも言えない 4.あまり進んでいない 5.進んでいない 6.分からない 

【60.5%】（+5.2） 

【55.3%】 

23.8％  

14.3％  

38.1％  

45.5％  

28.6％  

27.3％  
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

沿岸北部(42人) 

沿岸南部(77人) 

【61.9%】 

【59.8%】 

【 】は「回復した」「やや回復した」の合計 

【 】は「回復した」「やや回復した」の合計 
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③　達成度（①）、進捗状況（②）に関する回答理由など[自由記載]

注１）　「理由（要旨）」は、趣旨を損なわない範囲内で要旨を記載しています。

注２）　「区分」別の「理由（要旨）」数は、区分の回答比率に概ね準じています。

注３）　掲載内容は、同旨意見の多かった内容や回答者の専門的視点に基づいた内容等を記載しています。

[凡例]  地域団体・郵便局関連：応急仮設住宅の自治会、地域づくり団体等の関係者/郵便局の関係者など
　　　　  教育・福祉施設関連   ：小中学校・高等学校の教員/福祉施設の関係者など
　　　　  産業・経済・雇用関連：漁業・農業従事者、就業支援員等雇用支援機関の関係者、金融機関の関係者など

「5.達成していない」
又は

「5.進んでいない」
の理由

◆迂回路がなく、常に渋滞する。復興道路の早期完成が安全なまちづくりに必要だ。工事は進んで
いるがまだ完成していない。(39歳以下,地域団体・郵便局関連,沿岸南部)

「4.あまり達成していない」
又は

「4.あまり進んでいない」
の理由

◆震災前は数十年要して徐々に整備されていた防潮堤であるが、それを撤去して新しい設計で建て
られている。場所によっては、元のままの方が良かったのでは、と思える部分もある。(50歳代,地域団
体・郵便局関連,沿岸南部)

◆工事の遅れがいつまでたっても目についてしまう。何のための事業なのかわからないようなものば
かりだ。地域の人は減るばかりなのに、何を守ろうとするのだろうか。目的が不明の物ばかりだ。(50歳
代,産業・経済・雇用関連,沿岸北部)

◆堤防のかさ上げにより昨年の台風10号での堤防からの被害は少なかったが、排水路からの逆流
で、安全と思われていた集団移転地の道路が川の様相になった。地域の声に耳を傾ければ、こういう
ことはなかった。(60歳以上,地域団体・郵便局関連,沿岸北部)

◆防潮堤のすぐそばに民家がつらなっている地区がある。海が見えず怖いと思う。基本は”地震が起
きたら、津波を想定してすぐ高台へ”だが、震災から年が過ぎて、危機意識が薄らいでしまっているの
では。(50歳代,教育・福祉施設関連,沿岸北部)

◆過去には自然とともに共存する政策が大半であったが、今は災害が起こるたびにそれを封じ込め
ようとする対策が取られている旨の講演があったがその通りだと思う。(50歳代,教育・福祉施設関連,
沿岸北部)

◆町によって差ができていると思う。早く回復した町が、じっくり時間をかけて回復しようとしている町と
比べると、どうしても弱いような気がしてならない。(50歳代,教育・福祉施設関連,沿岸南部)

区分 理由（要旨）

◆防潮堤の完成で、被災前以上に災害に強い安全なまちづくりは達成できる。住民の災害に対する
マインドの構築を行っていく必要がある。(40歳代,産業・経済・雇用関連,沿岸北部)

◆防潮堤が着々と完成に向けて近づいてきている。都市公園の整備や三陸道の工事が進んでい
る。(50歳代,教育・福祉施設関連,沿岸北部)

◆ハード面は進んでいるが、不安材料として震災より6年経過し徐々に津波に対する恐怖や地震へ
の備えについて薄れている。行政もハード面を重視し、子供達への教育（防災）について行っていな
いように思える。(50歳代,産業・経済・雇用関連,沿岸南部)

◆海が見えないほどの高さの防潮堤ができた。県道より高い防潮堤なので、県道を走っているときに
津波がきたらどれだけの高さの津波なのかがわからない。日頃、高台に避難することを心がけるよう啓
蒙が重要。(60歳以上,産業・経済・雇用関連,沿岸南部)

◆”国道が海より遠ざかったこと”、”防災集団移転促進事業の完了”。道路・トンネル・橋に関して進
捗が明らかなので個人的にはワクワクしてきた。大津波はまず来ないという前提で物事を考えてし
まっている(40歳代,地域団体・郵便局関連,沿岸南部)

◆自宅再建する地区で堤防の補修(1m高くする)が始まり、道路整備も進んでいる。役場前の横断歩
道や信号の設置について問い合わせたところ９月～12月に工事が始まるとのこと。(60歳以上,地域団
体・郵便局関連,沿岸南部)

◆かなりの土砂を積んでかさ上げを行った。しかしあくまでも人工的な土地なので、大きな地震や豪
雨などの自然災害に見舞われた時、大丈夫なのかという不安がある。(40歳代,教育・福祉施設関連,
沿岸南部)

◆岩泉は台風の被害が残っている。（106号沿いもちらほら）堤防工事は進んでいるが、歩道の通行
が早くできるようになるとよい。山田線の復旧が少しずつ行われている。三陸道路の完成が楽しみ
だ。(60歳以上,教育・福祉施設関連,沿岸南部)

「3.どちらとも言えない」
の理由

「1.達成した」
又は

「1.進んでいる」
の理由

◆防災設備はほぼ完成した。(50歳代,産業・経済・雇用関連,沿岸北部)

◆防災対策については国からの予算が繰入れられ、かなり進んでいると思う。しかし、その反面自然
への環境の影響が心配される。(60歳以上,地域団体・郵便局関連,沿岸南部)

「2.やや達成した」
又は

「2.やや進んでいる」
の理由
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参 考 

 
＜動向判断指数（ＤＩ）＞ 

 掲載する折れ線グラフは、各回の動向判断指数（ＤＩ）について時系列にその推移を表わしたものである。 

動向判断指数（ＤＩ）は、「回復した」の回答数がＡ、「やや回復した」の回答数がＢ、以下「どちらともいえ 

ない」がＣ、「あまり回復していない」がＤ、「回復していない」がＥのとき、次の式で算出する。 

動向判断指数（ＤＩ）＝｛（Ａ×２＋Ｂ）－（Ｄ＋Ｅ×２）｝÷２ ÷（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｅ）×１００ 

（注）上記「回復した」は、設問によって「達成した」「進んでいる」等となる（他の選択肢についても同様）。 

 
 

いわて復興ウォッチャー・動向判断指数（ＤＩ）の推移 

【被災者の生活】回復度と前回調査（※）からの進捗状況に対する実感 

※H27第１回調査までは直近３ヶ月間、H27第２回調査以降は直近６ヶ月（今回であれば、概ねH29年1月～H29年7月）を指す。 
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【地域経済】回復度と前回調査（※）からの進捗状況に対する実感 

【災害に強い安全なまちづくり】達成度と前回調査（※）からの進捗状況に対する実感 

※H27第１回調査までは直近３ヶ月間、H27第２回調査以降は直近６ヶ月（今回であれば、概ねH29年1月～H29年7月）を指す。 

※H27第１回調査までは直近３ヶ月間、H27第２回調査以降は直近６ヶ月（今回であれば、概ねH29年1月～H29年7月）を指す。 
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